
第426回山口地方最低賃金審議会(議事要旨） 

 

１ 日 時  令和３年８月５日（木）11時50分～12時50分 

 

２ 場 所  山口地方合同庁舎２号館 ５階共用第一会議室 

 

３ 出席者  公益代表委員   ５名 

       労働者代表委員  ５名 

       使用者代表委員  ５名 

 

４ 議 題 

(1) 金額審議について 

(2) その他 

 

５ 議事概要 

（1）専門部会の中で取りまとめられた「山口県最低賃金の改正決定に関する報告書」

（会議資料NO1）について、事務局から説明を行った。 

(2) 労働者側から 

・山口県の最低賃金が健康で文化的な生活をするためには、まだまだ不十分である

と認識しており、昨年、多くの県が最低賃金を引上げた中で、本県が現行どおり

であったことから、今年は目安額を超える引き上げを求めてきた。 

・一方で、現在、新型コロナウイルス感染症が急拡大している中で、目安額が例年

以上の金額であること、それから、公益委員見解の中で本県の総合指標や地域間

格差の是正を十分に考慮すると謳われたことを総合的に考えると、28円の引上げ

ということもやむを得ない。 

との主張がされた。 

（3）使用者側から 

・引上げ額857円は、発効日を10月1日とするならば合意できないが、発効日を４月

１日にするならば合意する意思がある。 

・中央最低賃金審議会が示された目安額は参酌するものであって、強制されるもの

ではない。よって、目安額を下限とした審議には賛同できない。 



との主張がされた。 

（4）専門部会の会長から今までの審議経過及び公益委員見解が説明された。 

（5）上記（1）の報告書の採決がされ、その結果、賛成多数で承認された。 

（6）労働者及び使用者側から次年度以降は、答申文に「公益委員見解」と「専門部会

の経過報告書」を添付するのが望ましい旨の主張がされた。 

（7）審議会の会長から山口労働局長に対して、山口県最低賃金を「時間額857円、効力

発生日 令和３年10月１日」とする答申がなされた。 

（8）異議申出の公示期間は８月20日（金）まで、異議申し出に係る審議を8月23日の午

前中に開催することついて事務局から説明を行った。 

 


















